














9 

この場合、A、B、Cという三つの

商品の在庫を確認できて初めて受

注可能である。もし Aと Bは在庫

があって予約をしたが、Cは在庫

がなかった場合、どのような処理

が必要だろうか。それは Bから A

へさかのぼり、在庫予約を取り消

す処理である。このような取消処

理を補正という。

BPEL では、あらかじめ通常処

理（例、商品予約）と補正処理（例、

商品予約取消）の処理の両方を定

義しておき、補正処理が必要と

なった場合に、BPEL エンジンが

さかのぼって補正を実行する。

では、どこまでさかのぼればよ

いのだろうか。答えは、スコープ

（有効範囲）の範囲までである。

このように予め有効範囲を定義し

ておくことにより、補正処理の範

囲を指定できるのである。

BPEL の可能性

BPEL および SOA の考え方は、

一般的なシステム開発の手順と、

考え方や発想の点で異なってい

る。サービス中心の考え方をする

なら、サービスの分析と粒度の検

討という新たな視点での作業が必

要となる。いわば「サービス・ア

ナリスト」の仕事である。

また、BPEL におけるビジネス・

プロセスのスクリプト化は、柔軟

性のあるシステム構築を可能にす

る。提供されるサービスが先見性

のある堅牢なものであるなら、エ

ンドユーザーによる開発や保守も

可能になるかもしれない。もち

ろん、BPEL もしくはその発展形

がシステム開発の生産性を向上

させるには、BPEL 開発支援ツー

ルの充実、BPEL エンジンの無償

化、部品としての多様なサービス

の流通（ネット経由での）が不可

欠である。（フリーの BPEL 開発

支援ツールとしては、ActiveBPEL 

Designer（http://www.active-

endpoints.com/）がある。）

もっとも BPEL エンジン自体が

まだ高価である。しかし、XMLの

前身である SGML の時代、SGML

パーサーは高価だったが、SGML

が XML に発展して広く使われる

ようになると、Microsoft や他の

ベンダーは XML パーサーを無償

で提供するようになった。同様に、

BPEL が広く普及し、BPEL エンジ

ンの無償化へ進むことを期待して

いる。

しかし、何よりも必要なのは

Webサービスが部品として広く流

通することである。信頼性の高い

部品としてのWeb サービスが豊

富に存在するようになれば、それ

を利用するための技術も発展し、

普及していくだろう。こうした諸

条件が満たされ、BPEL がビジネ

ス・プロセスのワークフローのス

クリプト化、およびシステム開発

の新たなパラダイムへの転換が進

むことを期待している。
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コレオグラフィとは

コレオグラフィ（Choreography）とは、ダンスの舞踏法や振り付け

のことである。Webサービスを組み合わせた関係や振る舞いを説明す

るのに、これまでコラボレーションやオーケストレーションなどの用

語も使われてきたが、今では「振り付け」という意味の「コレオグラ

フィ」という言葉が一般的になっている。BPELも一種のコレオグラフィ

言語である。

しかしコレオグラフィ言語は BPEL だけではない。W3Cでは、WS-

CDL（Web Services Choreography Description Language）という言語

が開発中である。W3Cによれば、これは BPEL と競合するというよ

りは、補完関係にある言語という位置づけである。こうしたコレオグ

ラフィ言語の、今後の動向に引き続き注目する必要があるだろう。
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